
名

称

変
更
前

後
別

保
安
検
査
を
行
う
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

前

西
部
事
業
所

兵
庫
県
尼
崎
市
久
々
知
西
町
二
丁
目
一
番
二
十
号

後

西
部
事
業
所

大
阪
府
堺
市
堺
区
市
之
町
東
四
丁
一
番
五
号

ガ
ス
保
安
検
査
株
式
会
社

確
認
調
査
の
業
務
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地
の
変
更

変
更
前

一
般
財
団
法
人
関
東
電
気
保
安
協
会
本
部

東
京
都
豊
島
区
池
袋
三
丁
目
１
番
２
号

一
般
財
団
法
人
関
東
電
気
保
安
協
会
栃
木
事
業
本
部

栃
木
県
宇
都
宮
市
簗
瀬
町
１
７
８
４
番
地
７

変
更
後

一
般
財
団
法
人
関
東
電
気
保
安
協
会
本
部

東
京
都
豊
島
区
池
袋
三
丁
目
１
番
２
号

平成™›年˜月˜Ÿ日 水曜日 第œ�˜ 号官 報

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出

の
防
備

`

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に

よ
る
。

西
中
山
町
大
木
原
一
六
の
一
、
一
六
の
二
、

長
根
一
の
一
、
一
の
二
、
広
ク
テ
一
六
、
深
見

町
長
根
一
一
一
四
の
一

]

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る

伐
採
種
を
定
め
な
い
。

^

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

_

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
愛
知
県
庁
及
び
豊
田
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
百
三
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

鳥
取
県
日
野
郡

江
府
町
大
字
下
蚊
屋
字
向
坂
六
一
の
五
（
国
有
林
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
崩
壊
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
百
三
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一
^

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

北
海
道
斜
里

郡
斜
里
町（
国
有
林
。次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
崩
壊

の
防
備

`

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

二
^

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

北
海
道
斜
里

郡
斜
里
町（
国
有
林
。次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

公
衆
の
保
健

`

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
北
海
道
庁
及

び
斜
里
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
百
三
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一
^

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

愛
知
県
豊
田
市
羽
布
町
エ
ス
小
屋
二
の
一
（
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん

養
`

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

]

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

^

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
^

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

愛
知
県
豊
田
市
永
太
郎
町
洞
二
〇
五
の
一
（
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
大
平
町
郷
ヶ
根
一
の

一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
二
の
三
、
下

山
四
の
一
、
浜
松
山
一
の
三
、
御
作
町
井
戸
上
一
〇

一
八
の
一
、
井
ノ
向
一
〇
二
九
の
一
（
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。）、
一
〇
三
二
の
二
、
沼
一
〇
〇
一

の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
〇
〇
二

の
二
七
、
日
影
山
一
〇
三
五
の
一
（
次
の
図
に
示
す

部
分
に
限
る
。）、
一
〇
四
二
の
一
、
日
沢
洞
一
〇
六

二
の
五
五
、
鍛
治
屋
敷
町
大
入
六
四
三
の
二
、
六
四

四
、
六
四
五
、
六
四
六
の
一
、
六
四
七
、
六
四
八
の

二
、
六
四
九
の
一
、
北
篠
平
町
蔵
屋
敷
七
八
七
の
二

二
、
駒
ヶ
峰
七
六
六
の
一
、
下
井
桁
七
四
五
の
一
、

山
ノ
神
下
七
四
八
の
五
、
七
四
八
の
三
一
、
西
中
山

町
大
木
原
一
六
の
一
・
一
六
の
三
（
以
上
二
筆
に
つ

い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
六
の
二
、

清
田
四
一
の
一
、
四
一
の
一
四
、
十
七
屋
一
二
四
の

一
、
中
清
田
五
七
の
一
、長
根
一
の
一
・
一
の
二（
以

上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、

広
ク
テ
一
六
、
深
見
町
長
根
一
一
一
四
の
一
（
次
の

図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、猿
投
町
大
城
七
の
一
二
、

茂
吉
ケ
峰
二
、
鷲
取
四
の
二

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
三
号

高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
第
五
十
八
条
の
三
十
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
五
十
八
条
の
二
十
二
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
保
安
検
査
機
関
の
事
業
所
の
所
在
地
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の

で
、
同
法
第
七
十
四
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
十
八
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
四
号

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）第
四
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、

同
法
第
三
十
九
条
に
規
定
す
る
登
録
調
査
機
関
で
あ
る
一
般
財
団
法
人
関
東
電
気
保
安
協
会
が
確
認
調
査
を
行
う
事
業

所
に
つ
い
て
平
成
二
十
三
年
十
二
月
一
日
か
ら
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
十
八
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
九
十
六
号

船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
十
二

月
二
十
二
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
の
変
更
を
承
認
し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告

示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

型
式
変
更
の
内
容

第
5
0
5
0号

第
一
種
船
橋
航
海

当
直
警
報
装
置

iW
A
S
`
1
0
0（
Ｊ
）
伊
吹
工
業
株
式
会
社
操
作
部
（

iW
A
S
`

1
0
0
`
Ｃ

Ｐ
0
2）
を
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て

追
加

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
九
十
七
号

船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
一
月

六
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
の
変
更
を
承
認
し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

型
式
変
更
の
内
容

第
4
5
8
3号

降
下
式
乗
込
装
置

R
F
D
`

T
o
y
o

T
E
S型

R
F
D

L
im

ite
d

決
議
Ｍ
Ｓ
Ｃ
．

2
9
3
@I
及
び
Ｍ

Ｓ
Ｃ
．
3
2
3@K
の
適
合
確
認

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
九
十
八
号

船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
一
月

六
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
の
変
更
を
承
認
し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

型
式
変
更
の
内
容

第
4
9
5
4号

進
水
装
置
用
膨
脹

式
救
命
い
か
だ

R
F
D
`

T
o
y
o

1
6

D
L
M
k
Õ

R
F
D

L
im

ite
d

決
議
Ｍ
Ｓ
Ｃ
．

2
9
3
@I
、
Ｍ
Ｓ

Ｃ
．
2
9
5@I
及
び
Ｍ
Ｓ
Ｃ
．
3
2
3

@K
の
適
合
確
認

第
4
9
5
5号

〃
R
F
D
`

T
o
y
o

2
5

D
L
M
k
Õ

〃
〃

Ÿ
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